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新
成
人
の
旅
立
ち
を
祝
う
「
平
成
19
年
成
人
式
」
が
１
月
７
日
に
行
わ
れ
、

今
年
瑞
浪
市
で
成
人
を
迎
え
た
543
人
（
男
性
282
・
女
性
261
）
の
新
成
人
が
、

誓
い
も
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。 

当
日
外
は
あ
い
に
く
の
雪
模
様
で
し
た
が
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
羽
織
袴
、

色
鮮
や
か
な
振
袖
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
で
会
場
は
埋
め
尽
く
さ
れ
、
旧
友

と
の
久
々
の
再
会
を
喜
ぶ
笑
顔
と
清
々
し
い
若
さ
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

『
脱
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
』
外
見
だ
け
で
は
な
い
内
面
の
成
長
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
新
成
人
に
よ
る
手
づ
く
り
の
式
が
企
画
・
演
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出
写
真
や
メ
モ
リ
ア
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ

れ
、
仲
間
た
ち
が
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
、
大
き
な
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て

い
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
も
ホ
ワ
イ
エ
で
は
懐
か
し
い
友
と
の
語
ら
い
が

ず
っ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。 

釜
戸
町
　
伊
藤
　
史
織 

成
人
を
迎
え
４
月
か
ら

社
会
人
の
仲
間
入
り
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

今
ま
で
は
家
族
や
友
達

な
ど
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
生
き
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
一
人
の
大
人
と

し
て
周
り
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
頼
ら
れ
る
側

に
な
る
よ
う
責
任
感
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
成
人
と
し
て
恥
じ
な
い
生
き
方

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

陶
町
　
稲
垣
　
亮
太 

二
十
歳
に
な
り
、
ひ
と

り
の
大
人
と
し
て
社
会
で

認
め
ら
れ
る
歳
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
ま
だ
10
代

の
時
の
よ
う
に
少
し
甘
え
が
あ
る
気
が
し
ま
す

が
、
早
く
歳
相
応
の
行
動
が
と
れ
る
よ
う
意
識

し
、
自
分
が
大
人
の
自
覚
を
持
っ
て
、
次
の
世

代
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
。 

 

土
岐
町
　
日
比
野
智
美 

私
の
歩
ん
だ
20
年
間
は
、

父
や
母
、
友
達
や
そ
の
他

た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え

ら
れ
助
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
成
人
式
と
い
う
大
き
な
節
目
を
境
に
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
か
そ
ん
な
私
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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日
吉
町
　
小
栗
健
太
郎 

二
十
歳
と
い
う
節
目
を

迎
え
責
任
と
い
う
も
の
が

大
き
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

成
人
に
な
り
権
利
が
認

め
ら
れ
、
自
分
自
身
の
意
思
が
大
切
に
な
り
ま

す
。 こ

れ
か
ら
の
世
の
中
を
良
く
し
て
い
く
も
、

悪
く
す
る
も
自
分
た
ち
で
す
。 

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
社
会

を
生
き
て
い
き
た
い
。 明

世
町
　
余
語
　
恵
里 

二
十
歳
に
な
り
　
大
人

へ
の
道
を
進
み
始
め
た
今
、

自
分
の
言
動
に
大
き
な
責

任
が
あ
る
の
だ
と
い
う
事

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、
社
会
だ
け
で
な
く
精
神
的
に
も

大
き
く
成
長
し
、
周
り
の
人
を
支
え
頼
ら
れ
る

よ
う
な
成
人
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
自
分
ら
し

さ
を
忘
れ
ず
明
る
く
笑
顔
で
生
き
て
い
き
た
い
。 

稲
津
町
　
中
山
　
陽 

成
人
と
な
り
、
今
大
人

へ
の
道
を
歩
き
始
め
ま
し

た
。
今
回
実
行
委
員
に
な
っ

て
素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち

と
同
じ
時
を
過
ご
し
、
成
人
式
を
創
り
あ
げ
た

こ
と
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

こ
れ
か
ら
は
、
成
人
と
し
て
し
っ
か
り
自
覚

を
持
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
。 
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平
成
18
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
の

25
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
提
出
さ
れ
た
人
事
案
件
２
件
と
、
条
例
案
件
15
件
、
予
算
案
件
９
件
、
認

定
案
件
10
件
、
そ
の
他
の
案
件
５
件
、
請
願
３
件
、
議
員
発
議
５
件
の
計
49

件
が
審
議
さ
れ
、
不
採
択
と
な
っ
た
請
願
１
件
を
除
き
、
原
案
ど
お
り
可
決･

承
認
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。 

人
事
案
件 

条
例
案
件 

会
期
日
程 

  

11
月
28
日
　
本
会
議
（
議
案
上
程
、説
明
） 

12
月
７
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
） 

12
月
８
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

質
疑
、
委
員
会
付
託
） 

12
月
11
日
　
総
務
文
教
委
員
会 

12
月
12
日
　
市
民
福
祉
委
員
会 

12
月
13
日
　
経
済
建
設
委
員
会 

12
月
14
日
　
第
１
決
算
特
別
委
員
会 

12
月
15
日
　
第
２
決
算
特
別
委
員
会 

12
月
22
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討

論
、
採
決
） 

   

●
瑞
浪
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て 

【
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
小
栗
一
恒

氏
（
日
吉
町
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
同
意
】 

●
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

【
教
育
委
員
会
委
員
（
尾
石
和
正
教
育
長
）

の
退
職
に
伴
い
、
神
谷
猛
夫
氏
（
陶
町
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
】 

   

●
瑞
浪
市
副
市
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て 

【
助
役
を
廃
止
し
副
市
長
を
置
く
た
め
に

定
数
を
定
め
る
た
め
条
例
を
新
規
制
定

す
る
も
の
】 

●
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

【
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
の
所
要
の
改
正
】 

●
瑞
浪
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

【
消
防
機
関
等
の
定
数
見
直
し
に
伴
う
所

要
の
改
正
】 

●
瑞
浪
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

【
旅
費
の
計
算
規
定
の
見
直
し
に
伴
う
所

要
の
改
正
】 

●
瑞
浪
市
幼
稚
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て 

【
授
業
料
と
同
条
例
施
行
規
則
の
教
材
費

を
一
本
化
す
る
た
め
の
所
要
の
改
正
】 

●
瑞
浪
市
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て 

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】 

●
瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

【
施
設
の
移
管
に
伴
う
条
例
の
制
定
】 

●
瑞
浪
市
化
石
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

【
手
数
料
等
の
見
直
し
に
よ
る
所
要
の
改

正
】 

●
瑞
浪
市
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て 

【
手
数
料
等
の
見
直
し
に
よ
る
所
要
の
改

正
】 

●
瑞
浪
市
地
球
回
廊
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

【
手
数
料
等
の
見
直
し
に
よ
る
所
要
の
改

正
】 

●
瑞
浪
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て 

【
障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
定
及
び
非
常

勤
消
防
団
員
の
損
害
賠
償
の
基
準
を
定

め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の

改
正
】 

●
瑞
浪
市
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
及
び
殉
職
者

特
別
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

【
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償

の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に

伴
う
所
要
の
改
正
】 

●
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

【
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の

改
正
】 

●
瑞
浪
北
部
多
目
的
研
修
集
会
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】 

●
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
及
び
瑞
浪
市
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て 

【
日
吉
月
吉
簡
易
水
道
の
上
水
道
へ
の
統

合
に
伴
う
所
要
の
改
正
】 
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請
　
　
願 

予
算
案
件 

そ
の
他
案
件 

認
定
案
件 

議
員
発
議 

教
育
長
　
就
任
あ
い
さ
つ 

教
育
長
　
神 

谷 

猛 

夫 

  
●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
） 

【
一
般
会
計
予
算
を
五
千
五
百
万
円
増
額

し
、
総
額
を
百
四
十
九
億
七
千
六
百
二

十
万
円
と
し
、
債
務
負
担
行
為
を
追
加

す
る
も
の
】 

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】 

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】 

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
を

七
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
二
十
一
億

八
千
九
十
万
円
と
し
、
債
務
負
担
行
為

が
で
き
る
事
項
、
期
間
、
限
度
額
の
決

定
を
す
る
も
の
】 

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】 

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
駐
車
場
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】 

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
を
六

千
二
百
六
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
十

六
億
四
千
六
十
万
円
と
し
、
債
務
負
担

行
為
を
追
加
す
る
も
の
】 

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

【
債
務
負
担
行
為
の
追
加
】 

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
） 

【
債
務
負
担
行
為
の
追
加
】 

   

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て 

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
立
あ
け
よ
温
泉
白

寿
荘
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
駐
車
場
事
業
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

   

●
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て 

【
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正
】 

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

【
釜
戸
公
民
館
の
指
定
管
理
者
を
釜
戸
町

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
し
、
５
年

間
指
定
す
る
も
の
】 

●
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
制
定
に
つ
い
て 

【
後
期
高
齢
者
医
療
を
県
内
の
全
市
町
村

で
組
織
す
る
広
域
連
合
で
行
う
た
め
規

約
を
制
定
す
る
も
の
】 

●
土
岐
市
及
び
瑞
浪
市
休
日
急
病
診
療
所

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て 

【
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正
】 

●
土
岐
川
防
災
ダ
ム
一
部
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て 

【
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正
】 

   

●
「
法
テ
ラ
ス
」
の
更
な
る
体
制
整
備
・

充
実
を
求
め
る
請
願
書
　
　
【
採
択
】 

●
「
マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
」（
仮
称
）
設
置
の

早
期
実
現
を
求
め
る
請
願
書
【
採
択
】 

●
教
育
基
本
法
の
「
改
正
」
に
反
対
し
、

慎
重
な
審
議
と
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の

実
現
を
求
め
る
請
願
書
　
　
【
不
採
択
】 

  

　 ●
瑞
浪
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

●
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て 

●
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て 

●
「
法
テ
ラ
ス
」
の
更
な
る
体
制
整
備
・

充
実
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て 

●
「
マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
」（
仮
称
）
設
置
の

早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て 

　
今
日
の
い
じ
め

に
関
す
る
報
道
を

み
て
み
ま
す
と
、

教
育
長
と
い
う
責

任
の
重
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
、
瑞
浪
中
学
校
で
発
生
し
ま
し
た

い
じ
め
問
題
は
、
市
の
関
係
者
は
も
と
よ

り
市
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
大
き
な
心
の
傷

を
残
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の
問
題
に
真
正

面
か
ら
取
り
組
み
、
一
日
も
早
い
学
校
の

正
常
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
瑞
浪
市
の
こ
と
を
考
え
る

と
き
、
子
ど
も
が
減
少
す
る
中
で
教
育
の

果
た
す
役
割
は
益
々
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
支
援
す
る
就
学
前
教
育
の
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。今
世
紀
は「
心

の
時
代
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
憲

章
を
具
現
化
し
て
い
く
に
は
「
ひ
と
づ
く

り
、
家
庭
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
」
が
教
育
の
主
要
課
題
で
あ
り
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
を
密
に
し
「
人

間
教
育
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。 

　
瑞
浪
市
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
歴
史

と
伝
統
あ
る
ま
ち
で
す
。
私
た
ち
が
生
ま

れ
育
っ
た
愛
着
の
あ
る
ふ
る
さ
と
が
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全
で
安
心
な
ま
ち

に
な
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

瑞浪市役所　1 68-21115



岐
阜
県
知
事
表
彰 

振
興
局
長
表
彰 

市
長
表
彰 

消
防
長
表
彰 

団
長
表
彰 

消
防
協
会
長
表
彰 

県
消
防
協
会
長
表
彰 

消
防
庁
長
官
表
彰 

消
防
出
初
式
表
彰 
消
防
出
初
式
表
彰 

　
１
月
14
日
、
瑞
浪
市
消
防
出
初
式
が
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

消
防
に
尽
く
さ
れ
た
202
人
と
２
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
） 

  

★
退
職
消
防
団
員
第
１
号
報
償
　
１
号

銀
杯 

加
藤
博
一
、
安
藤
午
一 

★
退
職
消
防
団
員
第
２
号
報
償
　
２
号

銀
杯 

板
橋
正
博
、
岸
本
卓
也
、
安
藤
伸
啓
、

奥
村
義
二
、
小
林
哲
也
、
水
野
司
、 

山
崎
日
出
雄 

  

★
退
職
消
防
団
員
報
償
　
楯 

三
輪
武
彦
、
和
田
光
浩
、
加
藤
和
久
、 

永
井
博
之
、
近
藤
貴
道
、
荻
原
龍
一
、 

樋
田
旨
生
、
玉
田
靖
、
有
賀
雅
則
、 

阿
部
敬 

★
永
年
勤
続
功
労
章 

山
田
桂
三
（
分
団
長
）
有
我
俊
春
（
消

防
司
令
） 

★
勤
続
功
労
章 

成
瀬
浩
二
、
水
野
博
之
（
分
団
長
）
鵜

飼
豊
輝
（
消
防
司
令
補
） 

★
功
労
章 

可
知
更
一
（
分
団
長
）
渡
邉
信
之
、
西

尾
治
徳
、
斎
木
章
之
（
副
分
団
長
）
渡

邉
千
尋
（
消
防
士
長
） 

★
優
秀
家
族
賞 

片
田
宣
幸
（
妻
）
左
江
子
、
豊

正
人

（
妻
）
朋
子
、

嶋
剛
（
妻
）
友
子
、

岩
島
宗
穂
（
妻
）
弥
生
（
部
長
）
深
谷

直
人
（
妻
）
ふ
み
（
班
長
） 

★
感
謝
状 

瑞
豊
食
品
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役 

鷲
尾
賢
一
郎 

高
砂
工
業
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社

長
　
渡
辺
博 

  

★
功
労
章 

片
田
宣
幸
、
小
木
曽
昌
弘
、
豊

正
人
、 

中
島
敏
文
、
澤
井
茂
和
（
部
長
） 

  

★
勤
労
章
（
15
年
） 

酒
井
正
裕
（
副
分
団
長
）
片
田
宣
幸
、

伊
藤
勝
彦
、
和
田
建
司
（
部
長
）
渡
邉

政
百
、
土
本
昭
義
（
団
員
） 

★
功
績
章 

加
藤
博
史
、

嶋
剛
、
渡
辺
芳
夫
、
伊

藤
勝
彦
、
岩
島
宗
穂
、
板
橋
輝
繁
、
藤

田
直
基
、
奥
村
か
お
る
（
部
長
）
水
野

薫
、
古
田
清
（
班
長
）
渡
邉
義
章
（
消

防
士
長
） 

  

★
功
労
章 

鈴
木
明
祥
、
橋
本
武
、
奥
村
英
次
、
堀

田
博
隆
、
伊
藤
正
司
（
団
員
）
則
武
正

人
（
班
長
）
鈴
木
一
正
、
稲
垣
幸
雅
、

大
竹
真
、
吉
田
敏
明
、
木
村
亮
、
中
山

大
樹
、
成
瀬
真
（
団
員
）
羽
柴
幸
良
（
副

分
団
長
）
後
藤
一
郎
、
河
野
仁
一
（
班

長
）
沼
田
成
仁
、
伊
藤
将
太
、
鈴
木
貴

志
、
太
田
正
広
（
団
員
） 

 

　 ★
功
績
章 

山
内
勝
幸
、
土
屋
剛
、
早
瀬
徹
、
伊
藤

嘉
朗
、
小
栗
準
也
、
安
藤
浩
士
、
近
藤

裕
久
、
大
塚
栄
作
（
団
員
）
山
路
邦
夫
、

足
立
昌
隆
、
足
立
寛
聡
（
班
長
）
鍋
谷

志
郎
、
堀
田
清
彦
、
板
頭
誠
、
長
谷
川

正
文
（
団
員
）
加
納
広
正
、
長
井
良
生

（
班
長
）
工
藤
雄
一
、
長
江
将
由
、
岩

島
広
明
、
鵜
飼
宗
稔
、
浜
島
年
伸
、
熊

澤
博
隆
、
橋
本
芳
彦
、
西
尾
智
博
（
団

員
）
安
藤
晃
（
消
防
副
士
長
） 

  

★
功
績
章 

小
栗
大
典
、
伊
藤
嘉
英
、
山
内
直
樹
、 

山
内
智
彦
、
山
内
貴
政
、
加
藤
明
男
、 

横
井
龍
二
、
山
本
和
輝
、

木
紀
算
、 

佐
合
淳
、
渡
辺
浩
貴
、
古
田
誠
、
水
野

天
玲
、
小
澤
達
也
（
団
員
）
奥
村
重
信

（
班
長
）
山
上
豊
昌
、
渡
辺
重
典
、
柴

田
征
人
、
古
田
憲
司
、
佐
々
木
貴
浩
、

鈴
木
光
夫
、
中
川
茂
則
（
団
員
）
安
部

智
晴
（
部
長
）
大
島
直
也
（
班
長
） 

水
野
清
忠
、
白
鳥
新
一
（
団
員
）
木
野

村
寛
、
三
宅
寛
明
（
部
長
）
永
井
等
、

伊
藤
卓
哉
（
班
長
）
西
尾
佳
也
、
桟
原

洋
一
、
水
野
徳
人
、
成
瀬
広
之
、
安
藤

淳
、
真
田
倫
成
（
団
員
） 

  

★
勤
労
章 

吉
川
冬
木
（
班
長
）
近
藤
正
史
、
奥
村

正
澄
、
奥
村
嘉
英
、
岡
田
徳
一
、
今
井

敦
史
、
土
屋
公
一
郎
、
片
田
和
宏
、
鵜

飼
秀
和
（
団
員
）
榛
葉
利
広
、
小
倉
富

晴
（
部
長
）
金
谷
孝
雄
、
加
藤
龍
嗣
、

渡
辺
健
一
（
団
員
）
水
野
康
信
（
部
長
） 

足
立
和
重
（
班
長
）
土
屋
正
勝
、
保
母

修
造
（
団
員
）
工
藤
信
彦
、
日
比
野
進

（
班
長
）
伊
藤
勝
章
（
部
長
）
伊
藤
浩

子
、
有
賀
英
子
（
団
員
） 

★
功
績
章 

桑
原
康
男
、
兼
松
洋
、
稲
垣
博
之
、 

今
井
隆
博
、
宮
川
知
之
、
日
比
野
寛
久
、 

今
井
哲
也
、
林
和
治
、
砂
田
普
司
、 

小
山
内
愛
貴
、
赤
岩
晋
、
伊
東
政
博
、 

土
本
裕
一
、
安
藤
嘉
祐
、
有
賀
靖
洋
、 

松
原
寛
幸
、
小
倉
徹
、
小
栗
一
夫
、 

保
母
秀
行
（
団
員
）
安
江
明
（
班
長
）

瀬
田
和
人
、
村
瀬
博
秋
、
渡
辺
好
祥
、

高
山
大
樹
、
酒
井
敬
三
、
纐
纈
正
志
、

水
野
正
司
、
堀
部
一
仁
、
増
田
貴
幸
、

大
山
弘
晃
、
棚
橋
哲
夫
、
足
立
貴
一
、

伊
藤
義
法
、
大
島
秀
起
、
加
藤
宏
章
、

伊
藤
真
吾
、
岩
島
洋
平
、
丸
山
尚
、
森

山
善
隆
、
山
田
剛
之
、
羽
柴
鎮
也
（
団

員
） 
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サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
変
わ
る
の
？ 

夜
は
10
時
ま
で
に 

公
民
館
活
動
は
ど
う
な
る
の
？ 

多
彩
な
講
座
内
容
に 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
状
況 

職
員
は
ど
ん
な
人
？ 

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
職
員
が 

指定管理者制度導入施設と指定管理者 

   

公
民
館
を
よ
り
使
い
や
す
く
す
る
た
め
、
土
曜
と
日

曜
も
職
員
が
出
勤
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
事
前
の
申
し
出
が
あ

れ
ば
、
夜
10
時
ま
で
の
使
用
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
会

議
や
イ
ベ
ン
ト
が
遅
く
な
り
そ
う
な
場
合
も
、
余
裕
を

持
っ
て
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

    

住
民
の
皆
さ
ま
の
要
望
に
よ
る
講
座
の
開
催
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
こ
ん
な
講
座
を
し
て
ほ
し
い
、
こ
ん

な
お
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
ご
意
見
ご
要
望
を
ど
し
ど

し
職
員
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
公
民
館
を
利
用
し
た
釜
戸
の
発
展
の
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

    

公
民
館
の
職
員
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
職
員

と
な
り
ま
す
。
現
在
、
職
員
の
選
考
を
進
め
て
お
り
、

今
後
公
民
館
だ
よ
り
で
職
員
の
紹
介
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。 職

員
は
、
公
民
館
業
務
の
他
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
業
務
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
釜
戸
町
民
の
た

め
、
使
い
や
す
い
施
設
を
目
指
し
ま
す
。 

お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
　
1
６
８
―

５
２
８
１ 

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
や
白
寿
荘
な
ど

22
施
設
に
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
、
導
入
を
予
定
し
て
い
る
施
設
は
、
市
民
図
書

館
、
市
民
体
育
館
等
の
体
育
施
設
お
よ
び
公
民
館
（
中

央
・
地
区
）
で
す
。
地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
住
民
と
行
政
の
協
働
を
進
め
、
地
域
住
民
に
よ
る

施
設
運
営
を
目
指
し
て
、
意
見
の
ま
と
ま
っ
た
地
域
か

ら
制
度
導
入
を
推
進
し
ま
す
。 

指
定
管
理
者
制
度
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
れ
か
ら
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
適
切
な
施
設
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。 

施　設　名 
白寿荘 
市民福祉センター（ハートピア） 
心身障害者小規模授産所 
身体障害者デイサービスセンター 
養護訓練センター 
在宅老人デイサービスセンター 
児童センター・児童館 
老人作業所 
老人憩いの家 
斎場 
共同福祉施設 
陶文化プラザ 
自然ふれあい館 
釜戸公民館 

指定管理者 
社会福祉法人　千寿会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市施設公社 
瑞浪市施設公社 
瑞浪市施設公社 
瑞浪市施設公社 
釜戸町まちづくり推進協議会 

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
1
内
線
３
４
５ 

釜
戸
公
民
館
は 

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会 

　
　
　
　
に
よ
る
指
定
管
理
に 

釜
戸
公
民
館
は 

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会 

　
　
　
　
に
よ
る
指
定
管
理
に 

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
５
年
の
指
定
期
間
で
釜
戸
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
釜
戸
公
民
館
は
釜
戸
町
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
が
管
理
運
営
し
ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
、
地
元
の
ニ
ー
ズ
を
よ

り
反
映
さ
せ
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
公
民
館

の
運
営
を
目
指
し
、
釜
戸
公
民
館
の
指
定
管
理
者
に
申

請
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
公
民
館
は
地
域
の
た
め
の
施

設
で
あ
り
、
地
元
の
組
織
が
運
営
す
る
こ
と
が
利
用
の

拡
大
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
と
判
断
し
、
協
議

会
を
指
定
管

理
者
と
し
て

指
定
し
ま
し

た
。 住

民
に
身

近
な
公
民
館

と
し
て
、
指

定
管
理
者
制

度
導
入
を
機

会
に
、
皆
さ

ま
の
ご
意
見・

ご
要
望
に
対

し
、
今
ま
で

よ
り
も
更
に

敏
感
な
施
設

と
し
て
運
営

し
て
い
き
ま

す
。 

瑞浪市役所　1 68-21117



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

み
ず
な
み
の
産
業
　
１
年
の
は
じ
ま
り 

元
気
に
通
過
　
100 

歳
の
ゲ
ー
ト 

今
年
の
陶
器
　
新
作
力
作
　
ご
覧
あ
れ
！ 

善
意 

１
月
10
日
、「
新
春
名
刺
交
換
互
礼
会
」が
、関
係
者
130

人
が
出
席
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中
仙
道
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

互
礼
会
で
は
、
商
工
会
議
所
の
野
平
琢
朗
会
頭
が
「
市

内
の
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
を
見
直
し
〝
美
し
い
ふ
る
さ
と

　
瑞
浪
〞
を
目
指
し
頑
張
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
あ

と
、
昨
年
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら

れ
る
「
快
適
空
間
賞
」
の
表
彰
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

◎
㈱
深
山（
も
の
づ
く
り
を
表
現
し
た
建
物
を
建
築
）◎
大

黒
屋
旅
館（
美
し
い
宿
場
の
景
観
が
国
の
文
化
財
に
登
録
）

◎
美
濃
窯
業
㈱（
世
界
最
大
の
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
焼
成

炉
を
製
作
）◎
劇
団
み
ず
な
み
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス（
瑞
浪
へ
の
思

い
を
市
民
参
加
の
劇
で
表
現
）◎
土
岐
川
堤
桜
ま
つ
り
実
行

委
員
会（
夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
市
民
の
憩
い
に
貢
献
）◎
日

吉
中
学
校
長
　
大
井
文
高（
全
国
の
中
学
生
に
科
学
の
魅
力

を
伝
え
、文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
） 

１
月
２
日
で
100
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
稲
津
町
の
工
藤

政
夫
さ
ん
宅
を

嶋
市
長
が
訪
問
し
、
長
寿
の
お
祝
い
を

し
ま
し
た
。 

体
が
丈
夫
だ
と
い
う
工
藤
さ
ん
は
、
老
後
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
ひ
と
筋
で
、
審
判
員
の
資
格
を
持
つ
ほ
ど
の
熱
中
ぶ
り

で
す
。 嶋

市
長
は
「
100
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
元
気

そ
う
で
い
い
で
す
ね
」
と
花
束
を
手
渡
す
と
、
工
藤
さ
ん

は
「
忙
し
い
中
、
お
越
し
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

ひ
孫
の
工
藤
大
輝
さ
ん
は
「
僕
も
見
習
っ
て
100
歳
ま
で

長
生
き
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

市
内
の
100
歳
以
上
の
ご
長
寿
は
、
工
藤
さ
ん
を
含
め
13

人
に
な
り
ま
し
た
。 

１
月
11
・
12
日
の
２
日
間
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

「
２
０
０
７
み
ず
な
み
四
季
の
器
見
本
市
」
が
行
わ
れ
、

各
社
の
新
商
品
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

見
本
市
に
は
、
瑞
浪
・
恵
那
の
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合

に
加
盟
す
る
23
社
か
ら
約
３
５
０
０
点
が
出
展
さ
れ
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
展
示
で
各
社
の
個
性
的
な
器
の
魅
力
を
表

現
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
見
本
市
に
は
、
県
内
外
の
百
貨
店
や
小
売
店
の
買

い
つ
け
担
当
者
ら
が
訪
れ
、
目
に
留
ま
っ
た
器
を
実
際
に

手
に
取
り
な
が
ら
、
そ
の
出
来
ば
え
や
質
の
高
さ
を
確
か

め
て
い
ま
し
た
。 

出
展
企
業
関
係
者
は
「
地
元
製
品
が
い
ろ
い
ろ
な
場
で

用
い
ら
れ
る
よ
う
、
今
年
も
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

8平成19年２月１日



みんなの広場みんなの広場

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に 

　
　
　
　
　
笑
顔
の
素
を
プ
レ
ゼ
ン
ト 

も
っ
と
ま
わ
れ
　
み
ん
な
の
コ
マ 

み
ん
な
で
ペ
ッ
タ
ン
！
「
お
〜
い
し
っ
」 

土岐児童センター 善
意
善
意 

善
意 

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

安藤隼大ちゃん 
（３歳）　日吉町 

はやた あんどう 

三尾柚月ちゃん 
（３歳）　釜戸町 

ゆづき みお 

１
月
17
日
、
土
岐
町
の
養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
、
も
ち

つ
き
大
会
が
行
わ
れ
、
き
ね
と
う
す
を
使
っ
た
本
格
的
な

も
ち
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
瑞
浪
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
田
中
定
会
長
）
の
協
力
を
得
て
行
う
恒
例
の
行

事
で
、
こ
の
日
は
施
設
を
利
用
す
る
２
〜
６
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
ら
90
人
が
参
加
し
、
出
席
し
た
市
議

会
議
員
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
手
を
借
り

な
が
ら
、
８
升
の
も
ち
米
を
つ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

つ
き
た
て
の
も
ち
を
あ
ん
こ
や
黒
ゴ
マ
な
ど
で
味
付
け
し
、

口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。 

施
設
長
の
上
田
舜
一
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
支
え
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
正
月
ら
し
い
気
分
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

１
月
16
日
、
明
世
町
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
白
寿
荘
を
、

瑞
陵
中
学
校
の
生
徒
が
訪
れ
、
入
所
者
の
お
年
寄
り
と
の

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

今
回
訪
問
し
た
の
は
、
総
合
学
習
の
授
業
で
老
人
福
祉

を
学
ぶ
１
年
生
27
人
で
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

１
カ
月
前
か
ら
準
備
し
た
手
づ
く
り
の
紙
芝
居
や
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
た
。 

生
徒
と
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
安
藤
三
四
子
さ
ん
は
「
自

分
の
孫
ぐ
ら
い
の
子
と
た
く
さ
ん
話
が
で
き
て
、
若
返
っ

た
気
分
。
手
づ
く
り
の
遊
び
道
具
が
と
て
も
よ
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

▽
全
建
総
連
瑞
浪
総
支
部
（
伊
藤
孝
夫
総
支
部
長
）
様 

五
万
二
百
八
十
三
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

▽
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会
（
上
村
隆
男
会
長
）
様 

二
十
五
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

▽
寺
河
戸
町
ど
ん
ど
祭
り
有
志
一
同
様 

三
万
九
千
百
九
十
六
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

▽
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
工
藤
様
　
　
　  

五
万
円
　
一
般
寄
附 

１
月
17
日
、
啓
明
保
育
園
で
新
春
の
コ
マ
回
し
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
園
児
は
、

去
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
サ

ン
タ
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
木

製
の
コ
マ
を
、
う
ま
く
回
せ

る
よ
う
に
、
冬
休
み
中
に
家

で
練
習
し
ま
し
た
。 

思
い
思
い
に
色
を
塗
っ
た

自
慢
の
コ
マ
を
「
３
　
２
　

１
　
ゴ
ー
　
シ
ュ
ッ
」
の
か

け
声
に
合
わ
せ
て
、
勢
い
よ

く
回
し
て
い
ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-21119



・日　時 ２月25日（日）９時30分～11時30分
・場　所 瑞浪超深地層研究所（明世町山野内）
・参　加 無料（一般・小学生４年以上）
・申込み 住所・氏名・性別・電話番号・靴のサイ
ズをお知らせの上、２月22日（木）までに下記へ。

◎問合せ 東濃地科学センター　地域交流課
166-2244 FAX66-2124
E-mail tono-ck@jaea.go.jp

寝たきり、認知症など介護保険のお世話にならな
い元気でより良い人生を送るヒントを見つけるため
に、ぜひご参加ください。（受講無料）
・日　時 ３月５日（月）、３月10日（土）

13時30分～15時
・場　所 市民福祉センター（ハートピア）
・内　容

第１日目「健康・腰痛防止体操」
講師：多々良恵子 氏
第２日目　講演「後年期を幸年期に」

～脳の寝たきりを防ごう～
講師：太田夏江 氏（心理カウンセラー）

・定　員 40人（定員になり次第締切）
・締　切 ２月26日（月）
◎申込・問合せ 社会福祉協議会　168-4148

県では観光物産展「ぎふ・東濃フェスティバルin
セントレア」の開催に合わせてバスツアーを実施し
ます。
・期　日 ３月11日（日）
・行き先 中部国際空港（常滑市）、博物館「酢の
里」（半田市）、えびせんべいの里（美浜町）
・集　合 東濃西部総合庁舎（９時）
・定　員 40人（応募者多数の場合は抽選）
・費　用 無料（ただし食事代等は参加者負担）
・申込み方法 往復はがきに住所・氏名・年齢・電
話番号を記入し、下記へ郵送。はがき１枚につき
２人まで申込可。ただし、全員の住所・氏名・年
齢・電話番号を記入すること。返信のあて名には
代表者の住所・氏名を記入すること。

・締　切 ２月23日（金）当日消印有効
◎申込・問合せ 岐阜県東濃振興局産業労働課
〒507-8708 多治見市上野町5-68-１

123-1111 内線222

10平成19年２月１日

自宅で食用きのこヒラタケを栽培してみませんか。
・日　時 ２月24日（土）９時30分～12時
・対　象 小学生～一般（親子参加歓迎）
・内　容 ヒラタケの短木植込み
・参加費 100円　　・定　員 20人
・締　切 ２月18日（日）
◎申込・問合せ 自然ふれあい館　163-0015

・期　　間 ２月３日（土）～２月25日（日）
・展示内容 陶芸初心者の方から、プロの陶芸作家
など20歳代から90歳代までの資料館友の会員が製
作した作品を展示します。

・入 館 料 大人200円、小中学生100円
◎問合せ 瑞浪陶磁資料館　167-2506

・期　　間 ３月25日（日）まで
・展示内容 可児市久々利大萱に所在する桃山時代
の窯で焼成された瀬戸黒・黄瀬戸・志野の陶片を
展示。

・開館時間 ９時30分～16時30分
・入 館 料 一般300円、高大生200円、小中学生無
料、優待券（１年間何度でも入館可）1,000円

・休 館 日 ２月12日を除く毎週月曜日、２/13（火）・
14（水）、３/22（木）
◎問合せ 岐阜県陶磁資料館（多治見市東町１-９-４）

123-1191 URL:http://toujiki.net

「きのこを栽培してみよう！」のご案内

－瀬戸黒・黄瀬戸・志野－「中窯　陶片展」

瑞浪超深地層研究所見学会のご案内

「元気の出る介護塾」のご案内

地域再発見交流促進バス参加者募集

瑞浪陶磁資料館企画展のご案内
「友の会秀作展」～切磋琢磨が生み出したもの～

◎問合せ　選挙管理委員会事務局　1内線271 
　　　　　E-mail  senkyo@city.mizunami.lg.jp

『１票に　夢と情熱　託票に　夢と情熱　託します』す』 『１票に　夢と情熱　託します』 

投票日時 
　２月４日（日） 
　午前７時～午後８時 

2月4日（日）（日）は 
瑞浪市議会議員一般選挙の投票日です。瑞浪市議会議員一般選挙の投票日です。 
2月4日（日）は 
瑞浪市議会議員一般選挙の投票日です。 

投
票
、 

　
忘
れ
ず
に
！ 



瑞浪市役所　1 68-211111

◆愛モア（みどり保育園内　166-1325）
・２月９日（金）：０歳児親子ふれあい体操
対象児　首がすわったくらい～１歳の誕生日くらいまで
・２月10日（土）：パパサタディ
対象児　１歳～就園前の子どもとお父さん
◆おんぶにだっこ（稲津保育園内　166-1064）
・２月26日（月）：親子あそび
対象児　２歳～就園前
・２月27日（火）：親子あそび
対象児　１歳～２歳の誕生日位まで
・２月28日（水）：０歳児親子ふれあい体操
対象児　首がすわったくらい～１歳の誕生日くらいまで
＊上記いずれも午前10時開催で、２/９・２/28はベビ
ー毛布など敷物を持参してください。

＊パパサタディ・親子あそびは事前に電話もしくは直
接申し込んでください。

◎幼児虐待通報電話 166-1325
◎育児についての不安や悩み事は「愛モア」「おんぶ
にだっこ」にご相談ください。

○固定資産税 ４期分 ２月28日（水）
○市県民税（特別徴収） １月分 ２月13日（火）
○国民健康保険料 ２月分 ２月28日（水）
○保育料・幼稚園授業料 ２月分 ２月28日（水）
○水道料金・下水道使用料 １月分 ２月28日（水）
○市営住宅使用料 ２月分 ２月28日（水）
○介護保険料 ２月分 ２月28日（水）

２月２日（金）・８日（木）・14日（水）・19日（月）・
25日（日）

市民課　1内線105斎場のお休み

（お支払いは便利な口座振替で）今月の納期

相 談 コ ー ナ ー
（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）

ハートピア（市民福祉センター）相談室
◆行政相談 市民課　1内線105
日時…２月13日（火）13時～16時
◆人権相談 市民課　1内線105
日時…２月15日（木）13時30分～16時30分
内容…いじめ、虐待、近所や家庭のもめごと等
◆弁護士による法律相談（予約制）市民課　1内線105
日時…２月15日（木）13時30分～16時30分
◆結婚相談 市民課　1内線105
日時…２月７日（水）・14日（水）・25日（日）
10時～16時
◆心配ごと相談 社会福祉協議会　168-4148
日時…毎週月曜日（12日を除く）10時～15時
◆高齢者・障害者権利擁護相談 ハートピア　168-4148
日時…２月22日（木）13時30分～16時

保健センター
◆精神保健相談・認知症相談

健康増進課　167-2700
日時…２月13日（火）13時～14時
内容…認知症、アルコール依存症など
担当…精神科医、精神保健相談員
（前日までに事前予約が必要です）

◆医師による健康相談 健康増進課　167-2700
日時…２月14日（水）14時～15時
内容…個別相談、血圧測定、検尿
（ご家族の方の相談でも結構です）

◆栄養士による栄養相談 健康増進課　167-2700
日時…２月14日（水）14時～16時
内容…肥満等の食事の摂り方など食生活一般

市役所１階市民相談室
◆身体障害者相談 社会福祉課　1内線162
日時…２月５日（月）９時～12時
◆住宅修繕相談 都市計画課　1内線247
日時…２月20日（火）10時～15時
◆移動家庭児童相談 子育て支援課　1内線160
・陶児童館　２月７日（水）10時～12時
・子育て支援センター（稲津保育園内）

２月７日（水）13時30分～15時30分
・樽上児童センター（ハートピア内）

２月14日（水）10時～12時
・子育て支援センター（みどり保育園内）

２月14日（水）13時30分～15時30分

「子育て支援センター」からのお知らせ

勤労青少年ホーム
◆母子相談 こぶし相談室　168-9811
日時…２月６日（火）９時～15時
（相談日以外は子育て支援課1内線160）

◆不登校を考える親の会 適応教室　168-9811
日時…２月14日（水）19時～21時

共同福祉施設（サンライズ）
◆教育相談 167-3338
日時…毎週火・金曜日　13時～17時
（相談日以外は学校教育課　1内線488）

日　時…２月12日（月）９時～15時
当番医…景山歯科医院　167-1685
（受診される場合は、当日電話予約が必要です）

歯科休日在宅当番医（救急診療）
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乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

麻しん・風しん１期予防接種 

ＢＣＧ予防接種 

三種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風）１期追加予防接種 
◆三種混合１期追加・麻しん風しんの予防接種を下表の医療機関で行います。 

健診・相談名 期　　日 時　　間 対　象　者 持　ち　物 

母子健康手帳 
歯ブラシ　コップ 
＊汚れてもいい服装で 
　来てください。 

12：30集合 

3歳児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を
実施します。 

母子健康手帳 
問診票　アンケート 
早朝尿（50cc） 
歯ブラシ　コップ 
タオル 

平成16年2月1日～ 
　　　2月14日生まれ 

平成16年2月15日～ 
　　　2月29日生まれ 

2月16日（金） 

2月23日（金） 

平成17年2月生まれ 2月19日（月） 

9：00～11：00受付 

2歳児歯みがき教室 

平成13年2月生まれ 2月20日（火） 6歳臼歯むし歯予防教室 

平成15年2月生まれ 
2月8日（木） 

4歳児歯みがき教室 

平成14年8月生まれ 4歳6カ月児歯みがき教室 

母子健康手帳　お茶 

母子健康手帳 
コップ　タオル 

平成18年2月生まれ 2月22日（木） 10：00開始 1歳児すくすく教室 

母子健康手帳 乳幼児希望者 2月14日（水） 9：30～11：00受付 乳 幼 児 相 談  

《対 象 者》平成18年２月生まれ 
＊満２歳半未満で、まだ麻しん、風しん予防接種
をどちらも接種していない児も含む。 

《接種方法》①２月22日（木）までに、申し込みはが
きを保健センタ－まで提出してください。 
②３月１日（木）以降に、希望した指定
医療機関へ直接電話で予約してくだ
さい。 

③予診票と母子健康手帳を予約した医
療機関に持参し、接種してください。
（予診票のない方は、医療機関にあ
ります） 

＊麻しんまたは風しんに罹患した児は、保健セン
ターまでご連絡ください。 

2月15日（木） 受付時間：13時30分～14時30分 場所：保健センター 

《対象者》平成18年11月生まれ 
　（満６カ月未満でまだ接種していない児も含む） 
＊母子健康手帳を持参してください。 

《対 象 者》１期初回３回接種終了後、１年以上経
過している７歳半未満の児 

※百日咳にかかった児は、申し込み前に必ず保健セ
ンターにご連絡ください。 
《期　　間》３月１日（木）～３月31日（土）までの各

医療機関の指定する日時 
《料　　金》無料 
《接種方法》①２月22日（木）までに申し込みはがき

を保健センターへ提出してください。 
（はがきは、予防接種のしおりにと
じてあります。） 

②２月28日（水）以降に希望した医療機
関へ直接電話で日時を予約してくだ
さい。 

③予診票と母子健康手帳を持参し、予
約した医療機関で接種してください。 

※申し込んだ医療機関を変更することはできません。 

医療機関名 
東濃厚生病院 
高村耳鼻咽喉科 

瑞浪病院
 

 
 

セオ医院 
 

佐々木外科医院 
 

宮川クリニック 
 

岩島医院 
明生クリニック 

とよだ小児科クリニック 
タルミ医院 
嶋崎内科医院 
勝股医院 
広瀬クリニック 
玉田医院 
西尾医院 

塚田婦産科院 
大湫病院 

電話 
68-4111 
67-1187 

67-1221
 

 
 

68-2733 
 

68-2817 
 

68-2959 
 

68-6116 
68-0068 
66-2250 
67-1732 
67-2363 
68-8896 
66-2112 
69-2005 
65-2701 
63-2002 
63-2231

受入れ条件 
火・水・木 14：00 
土 14：00～15：00 
月・水 12：00～14：00 
火・金 16：00～17：30 
月・火・水・金 ７：00～12：00 
 16：00～19：00 
木・土 ７：00～12：00 
水・木 13：00～16：00 
月・火・水・金 12：00～12：30 
 15：30～16：00 
木・土 12：00～12：30 
月・水・金 12：00～12：30 
火・金 17：00～17：30 
月・火・木・金 15：00～15：30 
月・火・水・金 14：00～16：00 
月・火 14：00～15：00 
月・火・木・金 12：00～12：30 
月・火・木・金 15：30～16：00 
木・金 15：30～17：00 
月　16：00～17：00／土　12：00～12：30 
月・火・木・金 14：00～15：00 
月～金 13：00～17：00
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